
「逃げる2月」もあっという間に終わり、気がつけば学

年末の３月です。あわただしい中でも、１、２年生は進

級を控え、 3年生は卒業も間近になり、さみしさがこみあ

げてきますが、まだ受験を控えている人も多いので、毎日

心の中でエールを送っています。緊張とリラックスのいい

バランスを保って、この大切な時期を乗り切っていきま

しょう！春は、もうすぐそこまで来ています🌸

貝塚市立第五中学校 保健室 ２０２２年３月

受験生を応援します！

３月３日は
「耳の日」です👂

耳は毎日、いろんな音をひろっています。聞

こえることが当たり前になっていると、その不

思議さや大切さに気づかないものです。機会が

あったら、一度「シーン」とした空間ですごし、

聞こえてくる音に耳を傾けてくださいね。

耳かきのやり過ぎに注意！
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春はちょっぴり心がゆれやすい季節
昔から、「木の芽時は気持ちがゆれやすい」と言われています。でも、心がゆれるのは

けっして悪いことではありません。緊張がほどけたときに、自分の気持ちをゆっくり感じ
とってあげることが大切です。心がゆれすぎたときの対処法を知っておくことも大切です。

旅立ちの日に

白い光の中に 山並みは燃えて
はるかな空の果てまでも
君は飛び立つ

かぎりなく青い 空に心ふるわせ
自由をかける鳥よ
ふりかえることもせず

勇気を翼にこめて
希望の風に乗り
この広い大空に 夢をたくして

なつかしい友の声 ふとよみがえる
意味もないいさかいに
泣いたあのとき

心通ったうれしさに 抱きあった日よ
みんな過ぎたけれど
思い出 強く抱いて

勇気を翼にこめて
希望の風に乗り
この広い大空に 夢をたくして

今、別れの時 飛び立とう
未来信じて

はずむ 若い力 信じて
このひろい このひろい 大空に

今、別れの時 飛び立とう
未来信じて

はずむ 若い力 信じて
このひろい
このひろい

大空に

卒業式が近づくと、浮かんでくる曲、
卒業式にとてもよく歌われている「旅立
ちの日に」。 1991年3月に、埼玉県の
ある中学校の「3年生を送る会」で、先
生方が卒業生に向けて、サプライズで歌
われたのが最初です♬当時とても荒れて
いた学校をなんとかしたいという思いで、
校長先生をはじめ先生方が、生徒たちが
合唱をする機会を増やしました。はじめ
のうち、彼らはとても抵抗したのですが、
粘り強く温かい声かけに、しだいに心を
開いていったのだそうです。当時の小嶋
校長先生が書いた詩に音楽担当だった坂
本先生が曲をつけて楽曲にしたものです。
私も毎日ずっと心の中で歌っています。

卒業生の皆さん、3年間、ありがとう！
これからもずっと応援しています。

♥卒業生のみなさんへ♥


